
( 1995 年)第 3 号第 49 巻疫防物植124 

タ イ の ト ウ ガ ラシと ウ リ類に発生す る ウ イ ルス 病

田
いち

ザ イ ク ウ イ ル ス (CMV) の感染率が約 27% と 高か っ た

(図-1) 。 両 ウ イ ル ス は タ イ 全土で高率 に 検出 さ れた こ と

か ら (KITTIPAKORN et al . ， 1993) ， ト ウ ガ ラ シ に は こ れ ら 二

つ の ウ イ ル ス が最 も 重要であ る と 結論 し， 両 ウ イ ル ス を

ト ウ ガ ラ シ か ら 分離 し ， 諸性質 を 決定 す る と と も に 抗血

清 を 作成 し た 。 両 ウ イ ル ス は東南ア ジ ア に 広 く 分布 し ，

ト ウ ガ ラ シ生産 に 大 き な損害 を 与 え て い る こ と が知 ら れ

て い る (藤津， 1989) 0 CVMV に 感染 す る と ， 葉脈上及

び葉脈 と 葉脈の聞 に 淡 い モ ザ イ ク 症状 を 生 じ る こ と が多

い が， 時 に 激 し い モ ザ イ ク や 奇形 に な る こ と も あ る 。

CMV で は葉 は モ ザ イ ク 症状 を 示 し ， 斑点が現れ る こ と

が多 い。 ま た ， 最近 ト マ ト イ エ ロ ー リ ー フ カ ー ル ウ イ ル

ス (TYLCV) の症状 に 似た葉巻 ・ 黄化 を 示す病害が 目 立

つ よ う に な っ た が， cDNA を 用 い た 検定 に よ り 病原 ウ イ

ル ス は TYLCV と 同 じ か類似の， コ ナ ジ ラ ミ で媒介 さ れ

る geminivirus で あ る こ と が判明 し た (KIT11PAKORN ら ，

1994) 。

2 ウ リ 科野菜の ウ イ ル ス 病

10 県か ら 集 め た 635 の ウ リ 科野菜 ( キ ュ ウ リ ， カ ボ チ

ャ ， ヘチ マ ， ニ ガ ウ リ ， ト ウ ガ) の病葉か ら ， CMV と パ

パ イ ヤ 輪車文 ウ イ ル ス (PRSV= カ ボ チ ャ モ ザ イ ク ウ イ ル ス

代
ち

千野農林水産省国際農林水産業研究セ ン タ ー企画調整部

めじは

検
出
率(
%)

図 - 1 タ イ の ト ウ ガ ラ シ に 発生す る ウ イ ル ス 病
注 : AMV : ア ル フ ア ル フ ァ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ，
CMV : キ ュ ウ リ モ ザイ ク ウ イ ル ス ， CVMV : チ リ ヴ
ェ イ ナ ル モ ッ ト ル ウ イ ル ス ， PeMV : ペ ッ パ ー モ ザ

イ ク ウ イ ル ス ， PMMV : ペ ッ パー マ イ ル ド モ ッ ト ノレ

ウ イ ル ス ， PVY : ジ ャ ガ イ モ ウ イ ル ス Y， TEV : タ
バ コ エ ッ チ ウ イ ル ス ， TMV : タ パ コ モ ザ イ ク ウ イ ル
ス ， ToMV : ト マ ト モ ザ イ ク ウ イ ノレ ス ， TSWV : ト
マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス

ウ イ ルス 名

タ イ 各地の野菜栽培地 を訪ね， モ ザイ ク ， 奇形， 成長不

良等の症状 を 示す ト ウ ガ ラ シ と ウ リ 科野菜か ら 病葉 を 採

集 し ， 直接 あ る い は 間接 ELISA に よ り ト ウ ガ ラ シ は 10

種類， ウ リ 科野菜 は 5 種類の ウ イ ル ス の検出 を試みた。

1 ト ウ ガ ラ シ の ウ イ ル ス 病

13 の 県 か ら 採集 し た 1 ， 380 の ト ウ ガ ラ シ 葉 を 検査 し

た結果， チ リ ヴ ェ イ ナ ル モ ツ ト ル ウ イ ル ス (CVMV) が

半数以上の試料か ら 検出 さ れ (57%) ， 続 い て キ ュ ウ リ モ

発生 す る ウ イ ル ス病I 

一一一 34

工業国 を 目 指す タ イ で は ， 人 口 の大都市集中化 に よ り

大量の食料 を安定的 に 供給す る 必要が生 じ て き た 。 特 に

野菜 は ， 圏 内消費及 び輸出用換金作物 と し て の重要性が

高 ま っ て き て い る 。 し か し熱帯気候の た め病虫害が周 年

発生 し ， 野菜 は 大被害 を 受 け て い る 。 特 に ウ イ ル ス 病

は ， 治療が非常 に 困難 な病害の た め， 深刻 な生産阻害要

因の一つ であ る が， そ の種類， 発生生態等 に つ い て の情

報が少 な い た め 無計画 に 農薬 を 散布 す る 農家 も 多 く ，

人々 の健康への影響が取 り ざた さ れ る よ う に な っ た 。 農

業局 ・ 大学等 の研究機関 は ， 農薬 に頼 ら な い病虫害管理

法 を研究 し て お り ， 特 に 農業局 は こ れ を 最優先課題 と し

て 種々 の 方法 を検討 し て い る 。 著者 は 1990 年か ら 93 年

ま で， 熱帯農業研究セ ン タ ー (現国際農林水産業研究セ

ン タ ー， ]IRCAS) か ら タ イ に 派遣 さ れ， タ イ 農業局 と 共

同 で 「 タ イ に お け る 野菜の ウ イ ル ス 病 に 関す る 研究j を

行っ た 。 研究 に 際 し ， タ イ の食生活及び栽培規模か ら ， 研

究対象野菜 を ト ウ ガ ラ シ及 び ウ リ 科野菜 に設定 し ， 病原

ウ イ ル ス の分離 ・ 同定， 発生生態， 診断法及び防除法の検

討 を 行 っ た が， こ こ で は 発生 ウ イ ル ス の種類 と 防除試験

の結果 に つ い て 報告す る 。 な お本研究 は ， タ イ の野菜 に 発

生 し て い る ウ イ ル ス 病 の う ち ， 重大 な 被害 を 与 え て い る

も の の み を 扱 っ た も の で， 新 し い ウ イ ル ス の探索で は な

い こ と を あ ら か じ め お 断 り す る 。 本報告 は 1994 年 9 月 タ

イ の バ ン コ ク で催 さ れた ， r タ イ -]IRCAS 共 同研究 25

周 年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 」 で発表 し た も の の一部であ る 。
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穫 さ え で き れ ば利益が大 き い作物で あ る た め に ， 規定量

以上の農薬 を頻繁 に 散布す る 傾向 が あ り ， 例 え ば ト ウ ガ

ラ シ栽培農家 の 多 く は ， 3 日 間隔 で殺虫剤 を 散布す る と

い う 。 農業局 は 1 週 間 か ら 10 日 間 隔 と 指導 を し て い る

が， ほ と ん ど履行 さ れて い な い の が現状で あ る 。 栽培面

積第 3 位 ( 同 18 . 6%) の ウ リ 科野菜 に つ い て も 同様であ

り ， 特 に 大農家 の 農薬多投が問題 に な っ て い る 。 こ の こ

と は ， 生産 コ ス ト の上昇の み な ら ず， 生産者 ・ 消費者の

健康 に も 重大 な影響 を及ぽす と 考 え ら れ， 廉価で安全 な

防除法の早期確立が求 め ら れて い る 。 わ れわ れ は ト ウ ガ

ラ シ と ， ウ リ 科野菜の 中 で も 最 も 生産の 多 い キ ュ ウ リ を

材料 に し て ， 耕種的及び物理的防除法 を 検討 し た が， 熱

帯気候の た め 農薬 を 全 く 使わ な い こ と は非常 に 困難 と 考

え ， 最低限の農薬 を併用 す る こ と と し た 。

1 材料 と 方法

試験 は， タ イ 西部の カ ン チ ャ ナ プ リ 県 に あ る 農家 の畑

で 1993 年 3 月 か ら 同年 9 月 ま で行 っ た 。 農業局 の推奨品

種であ る Huay Seetone ト ウ ガ ラ シ の， 播種 73 日 後の

苗 を 2 X 8 . 5 m の 各試験区 に ， 1 列 16 個体で 2 列 に 移植

し た が， そ の 商の半分 は 苗床 を 寒冷紗で覆 っ て 育 て た も

の ， あ と の 半分 は 覆 い な し で育 て た も の を 用 い た 。 ま

た ， Ratchaburi Taeng Rant キ ュ ウ リ の種子 を 1 . 5 X 16 

m の試験区 に ， 1 列 当 た り 16 個体， 2 列 に 播種 し た 。 こ

の キ ュ ウ リ は つ る が上 に 伸 び る の で， 竹の棒で支 え た 。

潅水 は毎週 l 回 ス プ リ ン ク ラ ー を 使 っ て 行 っ た が， 雨が

降れ ば適宜延期 し た 。 試験 区 は以下 に 示す よ う に ト ウ ガ

ラ シ は 9 種類， キ ュ ウ リ は 7 種類 を設定 し ， 試験 は す べ

て 2 反復で行 っ た 。 な お ， 試験 は FUJlSAWA et a l .  ( 1990) 

の報告 を参考 に し た 。

( 1 )  シルバー マ ル チ (14 日 間隔の殺虫剤散布 と の組

み合わせ ト ウ ガ ラ シ は 日 本製 マ ル チ 用特殊 フ ィ ル ム

を使用 し た が， キ ュ ウ リ に は タ イ 国 で市販 さ れて い る 透

明 ビニ ー ル シ ー ト に 反射光沢の あ る 銀色 の ペ ン キ を塗 っ

た も の を使用 し た 。 試験区 は ， 試験植物の ト ウ ガ ラ シ と

キ ュ ウ り を そ れぞれ移植， 播種す る 1 週間前 に シ ー ト で

覆 っ た 。 ト ウ ガ ラ シ は移植 7 日 後 に ， キ ュ ウ リ は播種 5 日

後 に 殺虫剤の散布 を 開始 し た 。

( 2 ) シ ルバー テ ー プ (14 日 間隔 の殺虫剤散布 と の組

み合わ せ ) : 日 本製 の 5 cm 幅の 銀色 テ ー プ を ， 試験植物

の移植， 矯種前 に竹の棒 を 用 い て ， 列 に 並行 に 試験区 を

は さ む形で張 っ た 。 ト ウ ガ ラ シ に は 1 m の竹の棒に地際

か ら 30 cm 間隔で 3 本， キ ュ ウ リ に は 2 m の竹の棒 に 地

際か ら 50 cm 間隔で 4 本張 っ た 。

( 3 ) オ イ ル散布 (14 日 間隔 の 殺虫剤散布 と の組み合

わ せ ト ウ ガ ラ シ に 使 用 し た オ イ ル は 鉱 物 油
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タ イ の ト ウ ガ ラ シ と ウ リ 類 に発生す る ウ イ ル ス 病

植物名
図 - 2 タ イ の ウ リ 科野菜 に 発生す る ウ イ ル ス 病

注 : � : キ ュ ウ リ モ ザイ ク ウ イ ル ス (CMV)

図 : パパ イ ヤ 輪紋 ウ イ ル ス (PRSV)
圏 : ズ ッ キ ー ニ黄斑モ ザ イ ク ウ イ lレ ス (ZYMV)
圏 : ス カ ッ シ ュ モ ザ イ ク ウ イ ル ス (SqMV)
� : キ ュ ウ リ 緑斑 モ ザ イ ク ウ イ ル ス (CGMMV)

1， WMV 1) が高率 に検出 さ れた ( 図 2) 。 特 に PRSV は

キ ュ ウ リ を 除 く す べ て の ウ リ 科野菜 で最 も 感染率が高

く ， タ イ に お げ る 最重要 ウ イ ル ス と 考 え ら れた 。 キ ュ ウ

リ は PRSV の 感 染 率 も 約 34% と 高 い が ， そ れ 以 上 に

CMV が高率 (約 40%) に 発生 し て い た 。 ま た ， タ イ 西

部 に ズ ッ キ ー ニ黄斑モ ザ イ ク ウ イ ル ス (ZYMV) の発生

が多 く ， 被害 も 大 き い と 認め ら れた た め (NODA et al. ，  

1993) ， ウ リ 科野菜 の 重要 ウ イ ル ス を そ れ ら 三 つ と 結論

し ， キ ュ ウ リ か ら CMV を ， カ ボ チ ャ か ら PRSV と

ZYMV を 分離 し ， 諸性質 を 調べ， 抗血清 を作成 し た 。 こ

れ ら の ウ イ ル ス は 東南 ア ジ ア に 広 く 分布 し て お り (藤

津， 1989) ， 最近 シ ン ガ ポ ー ル で も ZYMV の発生が報告

さ れた (WONG and LEE， 1992) 0 CMV は普通， 葉 に 黄色

斑 点 と そ れ ら が集 ま っ た 汚 れ た よ う な 症 状 を 示 す 。

PRSV と ZYMV は 両方 と も 葉 に モ ザ イ ク や ひ ぶ く れ症

状 を 生 じ 区別 が困 難 で あ る が， ZYMV の 方 が奇形 を 伴

い激 し く な る こ と が多 い。 な お PRSV に はパパイ ヤ と ウ

リ 類の両方 に感染 す る 系統が あ る が (PURCIFULL et al . ，  

1984) ， 今回の試験で は確認で き な か っ た 。 ま た 最近， キ

ュ ウ リ に も 葉巻症状 を 示 す も の が多 数見つ か り ， ト ウ ガ

ラ シ の 場合 と 同様 に gemi nivirus が原因 で あ る こ と が

わ か っ た (KlTTIPA印刷 ら ， 1994) 。

耕種的及 び物理的 方法 に よ る ウ イ ル ス

病防除法の検討

E 

タ イ 料理 に 欠 かせ な い ト ウ ガ ラ シ は ， 高値で取 り 引 き

さ れ る 換金作物で あ る た め に ， そ の栽培面積 は野菜 の 中

では最大で (野菜栽培面積の 22 . 2% ) ， 全国で栽培 さ れて

い る が， ウ イ ル ス 病 に よ り 大 き な被害 を 受 け て い る 。 収
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(Medopaz， イ ス ラ エ ル製) で， 1 . 5% に希釈 し た も の を

移植後 7 日 目 か ら 7 日 お き に計 10 回散布 し た 。 キ ュ ウ リ

は鉱物油 (Virol， イ ス ラ エ ル製) で， 播種後 5 日 か ら 5

日 お き に 3 回， そ の後 7 日 お き に 4 回散布 し た 。

( 4  ) ス キ ム ミ ル ク 散布 (14 日 間隔の殺虫剤散布 と の

組 み合わ せ ス キ ム ミ ル ク 粉 を 2% の濃度で水 に溶か

し た も の に 0 . 05% の 固着剤 を 加 え ， ト ウ ガ ラ シ に は移植

7 日 後か ら 7 日 お き に 全 10 回， キ ュ ウ リ に は播種後 5 日

か ら 7 日 お き に 全 7 回散布 し た 。

( 5 ) 青網展張 : 約 24mesh の青色 の ナ イ ロ ン網 ( タ

イ 国製) を 1 . 5 m の高 さ に竹棒の支 え で ト ン ネ Jレ状 に 張

り ， そ の 中 に 試験植物 を 移植， 播種 し た 。
( 6 )  白 色網展張 : ト ウ ガ ラ シ は ， 1 . 5 m の 高 さ に 張

っ た 約 300mesh の 白色の寒冷紗 ( 日 本製) の ト ン ネ ル の

中 に 移植 し た 。 キ ュ ウ リ は 高 さ 1 . 5 m の 目 の細 か い 白色

チ ー ズ ク ロ ス ( タ イ 国製) の ト ン ネ ルの 中 に播種 し た 。

( 7 ) 殺虫剤過剰散布 : 7 日 お き に 殺虫 剤 を 散布 し

た 。 最初の散布 は ， ト ウ ガ ラ シ は移植 7 日 後， キ ュ ウ リ

は播種 5 日 後か ら 行 っ た 。

( 8  ) ト ウ モ ロ コ シ混植 (14 日 間隔の殺虫剤散布 と の

組み合わ せ ト ウ ガ ラ シ の み試験 し た 。 ト ウ モ ロ コ シ

は ト ウ ガ ラ シ苗移植 15 日 前 に ， ト ウ ガ ラ シ か ら 50 cm 厳

し て 試験区の両側 に ー列 に揺種 し ， 79 日 後 に刈 り 取 っ た 。

( 9 ) コ リ ア ン ダー (パ ク チ ) 混植 (14 日 間隔の殺虫

剤散布 と の組み合わせ ト ウ ガ ラ シ の み試験 し た 。 コ

リ ア ン ダー は ト ウ ガ ラ シ 苗移植 22 日 前 に 試験区全体 に

播種 し ， 83 日 後 に抜 き 取 っ た 。

(10)  ト ウ ガ ラ シ も キ ュ ウ リ も 対照 区 は ， 14 日 間隔の

殺虫剤散布 区 と 殺虫剤無散布区 と を 設定 し た 。

ま た ， ト ウ ガ ラ シ は播種 130 日 後 に ， キ ュ ウ リ は搭種

26 日 後 に モ ザ イ ク 症状 を 示 す植物及 び ア ブ ラ ム シ と コ

ナ ジ ラ ミ の発生 し て い る 個体数 を 記録 し た 後， す べ て の

植物 の 葉 を 間接 ELISA で検査 し ， ト ウ ガ ラ シ は CMV

と CVMV の ， キ ュ ウ リ は CMV， PRSV 及 び ZYMV の

感染率 を測定 し た 。 さ ら に ト ウ ガ ラ シ は， 葉巻症状 を 示

す植物数 と ， す べ て の 植物 の 高 さ と 校張 り 幅 も 計測 し
た 。 最後 に ト ウ ガ ラ シ は播種 153 日 後か ら 毎週 1 回， 計

5 回 に わ た り 1 区当 た り 10 個体の収量 を ， キ ュ ウ リ は播

種 25 日 後か ら 1 日 お き に ， 計 8 固 に わ た り 1 区 当 た り

10 個体の収量 を計測 し た 。

2 結果
( 1 )  ト ウ ガ ラ シ ウ イ ル ス の 防除

表-1 の よ う に ， 14 日 間隔の殺虫剤散布 と の組み合わせ

た ス キ ム ミ ル ク 散布 区 の ト ウ ガ ラ シ収量 は 59 . 2 g/株 と

最 も 多 く ， 一方 2 週 間 間 隔 の 殺虫剤散布の み で は 29 . 8

g， 無処理区 は 26 . 5 g で あ っ た 。 慣習 的 な 農薬過剰 区 も

39 . 3 g で あ り ， 農薬の 量 の 多 少が ウ イ ル ス 病防除 と は直

接関係 な い こ と が示唆 さ れた。 ス キ ム ミ ル ク 処理 区 で は

収量だ け で な く ， 植物の成長 も よ り よ く ， 害虫及 び ウ イ

ル ス 感染率 も 減少 し た 。 し か し ， コ ナ ジ ラ ミ 発生率 は対

照 区 と 大差 は な か っ た 。 シ ルバー テ ー プ展張区 と ト ウ モ

ロ コ シ混植区 も ， 害虫数， 病徴， ウ イ ル ス 発生が減少 し

た だ げ で な く ， 収量の損失 も 抑 え ら れた 。 た だ し ， シ ル

バ ー テ ー プ展張区の ト ウ ガ ラ シ は 背 こ そ 対照 区 の も の よ

り も 高か っ た が， 枝張 り の幅 は差がな く ， ト ウ モ ロ コ シ

混植区で も ト ウ ガ ラ シ植物の サ イ ズ は対照 区 の そ れ と 同

じ で あ っ た 。 網 の 中 の 植物 は 徒長 し ， 背 が 高 く 大 き い

が， 収量や害虫 ・ 病気発生 と は相闘が な か っ た 。 こ れ は

花の数が少 な く ， 開花 も 遅 い た め と 恩わ れ る 。 加 え て ，

他の試験区 に比べ て ダニ の発生が顕著であ っ た 。 シ ルパ

ー マ ル チ では収量 は増 え な か っ た が， 害虫 と ウ イ ル ス 病

発生が減少 し た 。 コ レ ア ン ダー は， そ の臭 い で い く つ か

の種類の 昆虫 に 対 し 思避作用 が あ る と い う 農民の意見で

試験 区 に加 え た が， そ の結果， こ の 区 の植物 に は ア プ ラ

表ー1 各試験区の ト ウ ガ ラ シ ウ イ ル ス 病防除効果

植物サ イ ズ (cm) 平均収量 昆虫発生 (%) ウ イ ル ス 病発生 (%)
試 験 区

(g/植物)平均高 平均幅 ア プラ ム シ コ ナ ジ ラ ミ モ ザ イ ク 葉巻 CMV CVMV 

シ ルバー マ ル チ 63 . 9  50 . 8  45 . 6  0 . 0  4 . 7  34 . 4  6 . 3  31 . 3  3 . 1  
シ ル バー テ ー プ 68 . 4  51 . 9  50 . 2  1 . 6  10 . 9  68 . 8  46 . 9  32 . 8  14 . 1  
オ イ ル 61 . 7 51 . 2  37 . 1  0 . 0  96 . 9  81 . 3  53 . 1  14 . 1  14 . 1  
ス キ ム ミ ル ク 68 . 5  59 . 2  59 . 2  0 . 0  93 . 8  64 . 1  35 . 9  14 . 1  4 . 7  

育網 83 . 3  60 . 3  42 . 6  15 . 6  10 . 9  46 . 9  20 . 3  35 . 9  4 . 7  

白色網 82 . 3  64 . 4  34 . 1  0 . 0  10 . 9  28 . 1  23 . 4  0 . 0  0 . 0  

殺虫剤 70 . 3  48 . 5  39 . 3  0 . 0  62 . 5  8 1 . 3  60 . 9  39 . 1  1 7 . 2  
ト ウ モ ロ コ シ 63 . 9  48 . 6  48 . 2  1 . 6  9 . 4  76 . 6  51 . 6  39 . 1 7 . 8  
コ リ ア ン ダー 58 . 8  48 . 4  33 . 7  0 . 0  1 . 6  96 . 9  54 . 7  48 . 4  17 . 2  

対照 (1 ) 61 . 4  51 . 5  29 . 8  14 . 1  97 . 2  78 . 1  62 . 5  53 . 5  31 . 9  

対照 (2) 63 . 7  48 . 9  26 . 5  18 . 8  87 . 5  81 . 3  75 . 0  78 . 1  40 . 6  

注 : 対照 ( 1) は 2 週間 お き の殺虫剤散布 の み， 対照 (2) は無処狸.
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表 - 2 各試験区の キ ュ ウ リ ウ イ ル ス 病防除効果

平均収量 昆虫発生 (%) ウ イ ル ス 病発生 ( %)
試 験 区

(kg/区) ア プ ラ ム シ コ ナ ジ ラ ミ モ ザイ ク CMV PRSV ZYMV 

シ ルバー マ ノレチ 89 . 7  18 目 8 29 . 2  10 . 8  0 . 0  。 。 5 . 2  
シ ルバー テ ー プ 59 . 4  40 . 7  93 . 7  48 . 8  0 . 0  。 。 6 . 3  
オ イ Jレ 41 . 9  79 . 7  98 . 4  49 . 8  6 . 3  1 . 6  12 . 5  
ス キ ム ミ ル ク 58 . 5  50 . 0  90 . 6  51 . 1  1 . 6  。 。 7 . 8  

青網 14 . 6  10 . 9  100 . 0  41 . 8  1 . 6  1 . 6  。 . 0
白 色網 13 . 0  0 . 0  100 . 0  19 . 8  0 . 0  0 . 0  。 . 0
殺虫剤 52 . 2  35 . 9  98 . 4  52 . 6  3 . 1  3 . 1  12 . 5  
対照 (1 ) 60 . 0  70 . 3  98 目 4 48 . 4  12 . 5  6 目 3 28 . 1  
対照 (2) 53 . 9  90 . 6  96 . 9  62 . 0  6 . 3  12 目 5 37 . 5  

注 : 対照 ( 1 ) は 2 週間 お き の殺虫剤散布 の み， 対照 (2) は無処理.

ム シ は見つ か ら な か っ た し ， コ ナ ジ ラ ミ 数 も 最低であ っ 生育 は 旺盛 に み え る が， 収量 は 少 な か っ た 。 ま た う ど ん

た 。 し か し こ の場合， なぜか ウ イ ル ス 病の感染 は抑 え な こ 病， べ と 病 な ど の 糸状菌病が大発生 し た 。

か っ た 。

試験 に 用 い た 材料の 多 く は， 既 に 検討 さ れて お り ， 例

え ばス キ ム ミ ル ク の効果 は TMV で確認 さ れて い る (大

河 ・ 都丸， 1970) 。 し か し 期待 ど お り 成果が得 ら れ な い も

の も あ っ た 。 藤津 (1989) は ， 移植前 の 苗 を 網で覆 う こ

と で ウ イ ル ス 感染 と 収量 の 損失 を 減 ら せ る と 報告 し て い

る が， 今回の試験で は両者 に 差 は な か っ た 。 ま た ， イ ス

ラ エ ル で は オ イ ル散布 に よ る 高 い ウ イ ル ス 病制御効果が

報告 さ れて い る (LOEBENSTEIN et al . ，  1970) 。 わ れわれの試

験の結果が予想 と 異 な っ た の は， 移植 し た の が一年で最

も 暑 い時期であ り ， 強烈 な暑 さ の た め苗の生育が正常 に

戻 る ま で に 時間がかか っ た せ い か も し れな い 。

( 2 ) キ ュ ウ リ ウ イ ル ス 病 の 防除

14 日 間隔の殺虫剤散布 と 組み合わ せ た ， 銀色の 反射す

る ペ ン キ を塗 っ た ビ ニ ル シ ー ト 被覆 だ け が効果 を 示 し ，

最大 の収量 (89 . 7 Kg/試験区) を得た (表一2) 。 こ の材料

は ま た 昆虫， 特 に CMV， PRSV， ZYMV を媒介す る ア

ブ ラ ム シ の 抑 制 に 効 果 が あ る だ け で な く ， leaf curl 

virus の媒介昆虫 で あ る コ ナ ジ ラ ミ の 数 も 減 ら す こ と が

で き た 。 こ の銀色 に 反射す る ペ ン キ を 塗 っ た ビ ニ ー ル シ

ー ト は容易 に 作製で き ， 反射光 に よ る 昆虫忌避効果 も 高

く ， 日 本製の シ ルバー マ ル チ よ り 安価であ る 。 高収量 は

低感染率 の せ い だ け で な く ， マ ルチ に よ る 雑草の 除去，

土壌湿度 の保持， そ し て肥料の流出 の 防止 に も よ る の か

も し れ な い (ÜNG， 1984) 。 イ ス ラ エ ル で CMV に 高 い効果

が報告 さ れて い る オ イ ル散布 (LOEBENSTEIN et al . ， 1966) 

の効果 は み ら れ な か っ た が， 今 回 の 散布試験が し ば し ば

雨の降 る 6 月 に 開始 さ れた た め ， オ イ ル は効果 を発揮す

る 前 に雨で流 さ れた と 思わ れ る 。 シ ルバー テ ー プ も 効果

的でなか っ た が， こ れ は一番低 い テ ー プの位置が地面か

ら 50 cm で， 新 し く 伸張す る 枝 に ア ブ ラ ム シ が攻撃す る

の を 防 げな か っ た せ い で あ ろ う 。 網 の 中 で は キ ュ ウ リ も

お わ り に

タ イ の ト ウ ガ ラ シ と ウ リ 科野菜 に つ い て ， 発生 ウ イ ル

ス の 同 定 と 防除 の 試験 を 行 っ た 。 平凡 な 結 果 で あ っ た

が， タ イ の農民 に は 目 新 し く ， 特 に 防除試験への 関心が

高 く ， 試験遂行中 は近隣か ら 人が集 ま り 熱心 に 質 問 す る

姿が印象的であ っ た 。 試験 し た 材料の う ち 効果の あ っ た

も の は い ずれ も タ イ で容易 に 入手 で き る の で， 繰 り 返 し

試験 を行い有効 と 認め ら れ れ ば， す ぐ に 実用 に供 さ れ る

と 確信す る 。 ま た わ れわ れ は こ の 防除試験 に 先立 ち ， ト

ウ ガ ラ シ と ウ リ 科野菜の ， 主要 ウ イ ル ス 病 に 対 し て 抵抗

性 を持つ 品種の探索 を 行 い ， ト ウ ガ ラ シ に つ い て は有望

な 品種 を 見 い だ し て い る 。 病原 ウ イ ル ス の 外被 タ ン パ ク

質遺伝子 を 導入 し た 植物 の 開発が進行中 と も 聞 い て お

り ， 今後様々 な 方法 ・ 材料 を組み合わせ る こ と で， 農薬

の み に 頼 ら な い ウ イ ル ス 病防除法の 開発が期待 さ れ る 。
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